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科学を伝える
l]水の|]刊紙の科学Ⅲljdj記事一一
鈴木］１１道
0．序
すでに３ｲＩｉ以]:絲ったが，「納豆ダイエット」をたたえた２００７ｲ'２１ノ]放送の
F発掘！あるある大事典Ⅱ」が'111造を数多く介んでいたというリド('|:が話題に
なった。その後「ﾄﾞ:|学情fMJを伝えるマス・メディアに|１０して，難蹴，批判が
数多く||{たことは記憶にＷ｢しい'j'。私個人としては，｜]ごろから雛Ｉ１ｌ１を持つこ
との多かったさまざまな「ＦＩ学fM道」にI１０して，とうとう|ﾘl1iW1な形の批判，辿
及が〃11えられたと砦えた。ただしそのような|化l1llそのものも，１１$には必ずしも
lﾘj確ではない根拠に基づいた，ｌＩＩｌ楡や非難という形を取っていたことも否定で
きない。
科学を扱ったメディアの''１１題は，「１１，１造」ばかりではない。１ｉＩ１ｌ:もしくは］|「
故，あるいは発見があったj功介，それがメディアによってどのように伝えられ
るか，メディアによってどのように伝え方が異なるか，さらにﾘﾄﾞ|'|:や発見にIMI
するＷｉｆｌｌが－．般の人々の'''1でどのように広がり，さらに記価されていくのか，
というlIIいも7K要である。勿諭これらはi;|学lIll係の記事に特ｲ『の''１１組系ではな
い。しかし科学を扱ったテクストでは，そのＷ'''１''1:ゆえに，｜ﾉﾘ容の伝え方，そ
の広がり〃がとI〕わけ並婆である。記!'「は，ド:|学｢|りにiEWl1である必要があるが
論文ではないので，「近似」的であらざるをえない，どう近似するかがジャー
ナリストに求められる課題であるとくりlllWiljI1iI:の「科学エディター」の高橋典
FM子は述べている(2)。ならば，どこまで「近似」の幅が認められるのか。
本論で扱うのはこうしたlllluj系である。私121身が，新'111に)liRったある科学記
事を読み，そこに伝えられた発見に強い印象をIlrったこと，その発見に閲する
メディアのilMLM:に気づい/ここと，ｌＯｌｌ２以－１:を経て，そのkll識のWf及および
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表現に述和感を抱いたことが，私の問題8世識のきっかけである。あるP1iWjに関
して，研究者の発表とそれに'1Mする報道が細かい部分に稲ろまで一致している
かを検証することは，科学者ではない私の能力を超える。むしろ私は，ある発
見が，メディアを皿憐する人々の認識やＩＩｌｉＩｌ((観の違い，組織体としてのメディ
アの経済的もしくは（広い意味での）政治的なＬ|;情の迎いにより，一般の人々
にいかに異なった伝えられ方をするかを検証したいと思う。本論では，メディ
アを特に'1本の５つの全国[1｢'１紙に絞る。iiIjfllデータ化により，検索が容易で
あり，本論で扱う１０年以上にわ/こる問題系に関して，よい材料を提供してく
れるからである。
テレビは，冒頭で述べたように，科学栩道に'！(らず情ｆＭを広く一般に伝える
力が極めて強い。しかし過去のテレビ悉組を網羅的に検証することは少なくと
も現１１$点では不可能である。またWiliH以外のiJi字メディア，特に週刊誌や一般
向けの他旗本の類も影響力はりi(い。しかしこれらを網羅的に扱うことも紙而と
時間のⅢ』界を超える。従ってこれらのメディアのテクストを分析することはま
たの機会に委ねる。
まず，「科学」を伝える記Ｌｌｉが誰によってどのように杏かれるかを概観し，
次に本論で扱う－１|ﾄﾞの記事のＺ１ｉ題となるrlﾄﾞ柄をHIl解するのに必要な知識を確認
する。その上で記Ｐ１Ｉの分析に入る。私自身は，もともとこの主題に漠然とした
関心を抱いていたが，新聞記?'1Fをきっかけとして，この分野での画lU1的と言う
べき発見を知った。本論では，その発見を報(!fする専ｌｉＩｌ誌の記事を'１１発点とし
て，｜]本の５つの11111紙がそれをどのように伝え，さらにiiW川するに至ったか
を検討する。
1．新聞の科学関連記事
科学の定義は|と１１ﾘlではない。カール・ポパー（KarlPopper，1902-1994）の
主張する反証三上義のような極端な立場を取らない限り，「科学」の緬域は漠然
と広がるとも言える。いわゆる人文科学となると，その'二|脂す理論が反証可能
だと言えるだろうか。そもそも文学や芸術に|H1しては，全ての研究者が，M論構
築を|]脂しているのかも疑わしい。
マス・メディア，特に新聞において「科学記z)「」とは，かなり限定された対
象を扱ったものをlfiす。天文，物理，医縦，化物などの経験的な'二|然科学およ
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び演繩的論証にﾉ,（づく数学が対象となる記ﾘﾄﾞであり，文学や芸術に|M1する記11「
は含まれない。Ⅱ:会学や絲済学は微妙であるが，物1111学やﾉ|i物学のIJUlLと'1M述
しない限りは(~ｉ:}学記耶1｢」とはみなされないようである。他方，「ﾄﾞ:}学」llL1係
の記Ｚｌｌであっても，Ill｢故や災害，もしくはノーベル19〔受賞のような}１１米１１｢を扱っ
た記Lliにおいては，科学をLlj〔'''１とする記背ではなく，社会lMl述担当の記宥がＴｌト
くことも多く，当然テクストの組み立てﾌﾟﾉは異なってくる。これらの記２ｌｉは，
科学iIiiではなく，総合Ⅲi，｜(|:会ｉｌｌｉ，ノli活ilIiにiliRることが多い。ただし{:Ｉ学}11｣１
紀二lfがこれらの記』|Ｉを書くこともある。初めは「科学in」で発表されﾌﾟﾆﾘＷｊが，
さらに「家庭i(ii｣，「』|ﾐiil1nIii」場合によっては「社会iIIi」で扱われるという過ｉ1,1
をたどることも多い。科学記Ｌｌｌを受け持つ，多少なりとも(Ⅵ'１の「1:Ｉ学紀行」
は，人?ｻﾞ:で自然ﾄﾞ:Ｉ学を(V:攻した人も多いが，文系Wj〔攻の人''１１もいる'`ｂ
科学ll1当の記背が，あるテーマに|10して】{(材をして記ﾘ1｢を謀〈場合，きっか
けと取材および執飛過WI1はさまざまである。lIIifMiM(としては一般的に，lUr究:片，
研究者の将書，（I/''１１謎，他のメディアの記４１，配偏iIl:がある。研究打とは，杵
作などをﾊｾﾞに取ｲｲを[|]し込んでつながりを('1;ろのか一般的であり，lEllﾉl研究二行
が多いがiIj外研ｿＷｆに､!〔接j()(材することもある。外llilのIiIrjWfの業ﾎﾞ,'(に|M1して
は，配|(社のニュース，外１１;lのメディアの妃!'（，またはlFllﾉ1研究ffからの↑IIjfl（
によることが多い。
］Ｌ神経伝達物質と性格
１１－１ドーバミン受容体とセロトニン・トランスボーター
イペ論で扱う記｣|「のzl：題は，Ilililﾉﾘｉｌｌｌ経伝逸物Y『であるドーパミンの受濡体とセ
ロトニンの輸送体の１１{収にllMするju伝的''１１人雄と|'|:格のll1l係，さらにその人「ｌ１ｉ
錐である。この分11'}の研究J打でない私は↑II1fll源として，対象となる約文，多少
なI)とも(ⅥＩ１ｊ的な111鰭の他に，対染とした５つの全|Ⅱ｢1111紙に紋っﾌﾟこ'10述記４$，
またその他の一般|rりけのｉＬｆ鰯を利11Ｉしている。その意味で，まさに１１t判ｉＩﾘ分析
の対象をも含めた糸材からliIi#}(をｲﾘ大上で，それをﾉ11に対象を分析するという
手順をとることになるｃ
まずドーパミンとその受容体，セロトニンとその輸送１，ＩＫ（トランスポーター）
に関して概説する。lliUのＩＩｌｌ経線緋は，ニューロンと呼ばれる多数のA1水lii位か
ら成っている。ニューロンとニューロンは111〔接繋がっているわけではなく，’'1１
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にシナプス間隙と呼ばれる隙'''１がある。ｉｌｌＩ経を伝わる↑i洲Ｉは，ニューロンの中
はイオンによって，まプニシナプス''１隙においては神経伝述物質という化学物質
によって伝えられる。一つのｉｌｌ１綿の末端から伝達物質が'１Ｉされると，次のｉｌｌｌ経
の表、にある受容体がそれと総合して情糀を伝える。それぞれの伝達物質と受
容体は鍵と穴のような|H1係になっている。また放'１１された伝達物質の８割はト
ランスポーターにより元の１１'１経細胞に回収される。このiIlI経伝達物質には多く
の種類があり，セロトニンとドーパミンがこれらのうちに含まれる。伝述物質
には，次のニューロンを刺激する額のものと，ljIl激を抑える類のものとがあり，
セロトニンとドーパミンはともに１１１||激性である。ただしドーパミンが，リＩ森を
求める，脳のアクセルのような働きを持つのに対して，セロトニンは，他の神
経系を|｢'1えて過剰な興奮を抑える，脳のブレーキのような働きを持つ。ドーパ
ミンの不足はパーキンソン病，セロトニンの不足はうつj1ijと関連していると言
われる。また統合失調症や注愈欠陥多動ｌｆＩＨ障害（ＡＤＨＤ）はドーパミンの分
泌異常と関連していると言われる。セロトニンの分泌異術は|÷1閉症と|Ｈ１述して
いるとも言われている(5)。
Ｕ-21996年の研究発表
これらの脳内illl経伝達物質の分泌が遺伝的要素に左右されることは，１９８０
年代から既に提'１Ｍされてきた。これがさらに，性格との１１９係で研究されること
になり，身体や精|(''１の疾忠とは別に，性格というものがjul伝的要素にﾉｉｉ右され
るのではないかというIMI題提起の検証が，iIlI経伝達物質を介して行われるよう
になった。そして’996年，ドーパミン受容体のうち４瀞'１にあたるもの（Ｄ４
受容体)，およびセロトニンを輸送する物【『の櫛造の個人錐が，性格の迎いに
つながることを示唆する研究が|Ⅱ次いで発表されたのである。
ドーパミンＤ４受容体の遺伝子多咽と性烙に'11Ｉする記凹|「は，アメリカ合衆国
の専'１１１謎の『ネイチャー・ジェネティクス」１９９６年ｌ〃>ﾅに掲戦された。イ
スラエルとアメリカ合衆国の二つの研究グループがそれぞれ】'１個に行った研究
の結果であるが，発表前にiiIli背は↑iIifMを交換しており，記』|；も連続して掲載さ
れている`;。
これらの研究が依拠する先行研究として，アメリカ人↑IIjl【''1科医のロパート・
クロニンジャー等による，性格の特'11:に|Ｍ１する研究およびＩ化絡とドーパミン伝
達の辿伝子的な述いの相関に'1Mする研究がある(，)。クロニンジャーは巡伝の影
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饗が強い性格lH7･としてＷｉ奇性追求（NoveltvSeekiIlg)，搬害lijl避（Harln
Avoidance)，報酬依ｲ「（Ｒｅｗａｒｄｌ)epeIDdence)，｜ＡＩ執（Persistence）をあ
げている。そして新刊TIflH追求の個人鑑がドーパミン伝j(iiの遺伝子多形と|Ｗ連す
ると］{ﾘliしていた。
イスラエルとアメリカの研究者たちは，この遺伝子の多形が具体的にどのよ
うなものであるかを突き止めたというのである。ドーパミンＤ４受容体をつく
る巡伝子の''1に，１１１１じアミノ酸の配ｸﾘが繰り返される部分があるが，そのlnl数
は人によって２１m1から８１Ⅱ|までと異なり，繰り返すlnl数が多いほど新奇辿求性
がiigliいという結果がⅡ}た。イスラエルグループは１２４人の被験者を対象として
いる。いずれにも（逝伝子は父方，｜ﾘﾉﾉ双方から受け継ぐので対になっている）
７１iI1を含まないもの，どちらかに７１Iilを含むもの，双方が４１m／４１，１タイプ，４
１回l／７１Ⅱ|タイプの４グループ関して，クロニンジャーの４特性との対応を調べ
ている。アメリカグループは３１５人の被験者を対象としている。２１Iilから５回
までを短い遺伝子，61,1から８１回|までを長い遺伝子として，双刀が短いもの
(S)，どちらか，もしくは双方が長いもの（L）に分けた」zで，マックリー（Ｒ
Ｒ､McCrae）およびコスタ（P､ＴＪ・Costa）による，’''1経質（Neuroticism)，
外li1Il'|：（Extraversion)，開放性（０１)enness)，協調性（Agreeablel1ess)，
細心性（Conscielltiousness）の５特|'|;手法をﾊIいたI:で，クロニンジャーの
特''1i森定にも換算している。やはり，lj2い遺伝子を持つ被験者が新奇追求性の
高いIljilfﾘを示したということである。
セロトニン・トランスポーターに関する研究は，アメリカ合衆lE1のＷ〔ｌ１１誌
｢サイエンスＪｌ９９６ｲｌＫｌｌノー１２９１二1号に発表された。ドイツとアメリカの研究者
たちの共同研究をW(+l『している(8)。セロトニンを元の｜''1綿の端末に|Ⅱ|収するセ
ロトニン・トランスポーター（5-1ＩＴＴ）の遺伝子にはＭの塩基対を含む1Jをい
もの（１）と含まないiuいもの（s）がある。遺伝７.型としては従って，｜/１，
s/s，ｌ/ｓの３つのタイプがあることになる。レッシュらは，５０５人の被験者に
対して，クロニンジャーの４特性，マックリー／コスタの５特性の他にカッテ
ル（Ｒ､Ｂ､Cattell）の５特性（それぞれが１６の核特''1|;からなる）によるｲf定手
法を川いた（クロニンジャーの査定Ｉｌｈは，マックリー／コスタの査定(I<〔から換
算)。結論としては，ｓ/ｓおよびl/ｓ（双方をＳと称する）を持つ彼験背は，ｌ/ｌ
(Ｌと称する）の被験冒打よりもイ<安IuilrIを示す分類でi1.Jい数値を||ﾙﾌﾟﾆという
ことである。
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ただしこれらいずれのiiMiIfにおいても，研究者たちは，
伝子のＨ１が性ｲﾊﾞ特|'Ｉｉを企て説1ﾘIするものではおよそなく，
他の要lﾉﾋlも複雑に絡んでいるとしている。
綱ｲf対象となったｊｄ
Ｉｌｕの逝伝イ｡，さらに
ｌｌＬ新聞報道
111-1海外の新|M1報道
本論の対象ではないが，Ｈ本の新'11｢|報道を検証する|iiiに，海外でこの'０}光が
どのように報道されたかをごくiWill(に見ておこう。１９９６イlHl）１２１１１．１けの
『ニューヨーク・タイムズ』liHiで，「昨'１#１１〈!「［された]」として，「ネイチャー・
ジェネティクス」ｌ）}ﾄﾅに発表されたドーパミン受容体に|Ｍ１するイスラエルと
アメリカの'０｢先が伝えられている'，1．プニだし，同じ１１２の１１）１１１１卜|けの２２ilIi
では，フィンランドとアメリカの研究グループがフィンランド人を対象にｉＷｆ
を行ったところ，ドーパミン受容体辿伝子の長さとＷｉ廿了性in求の'''1にｌ１ｌｌＭｌｌｌ４１係
を1,1111'すことはできなかったという$IIi外しが報じられている('0)。兇llIしを比べる
限り，結論が180度松換したかのような印象を受けるが，」M[|ﾘﾉの１１｢光を苑災し
た人々は，ドーパミン受秤体以外のju伝y･も新奇追求ﾔ|;にlMlわっていることや，
フィンランド人の辿伝丁･の特異性を脂摘している。
セロトニン・トランスポーター過伝イに閲しては，やはり「ニューヨーク・
タイムズ」のliilじ紀村が，雑誌の||けこ３［1後の１１)｝２９１１付けのliIliでfllじて
いる'''１．ドーパミン受秤体llL1係の記!'(にせよ，セロトニン・トランスポーター
|M1係の記ｇｌＩにせよ，｜ilﾄﾗW1zに対するインタヴューが１１０(せられていることから，
記豈/fに彼聯とl1IJiから'１き合いがあり，雑誌発表に先f/:って，几そのfll〈!『内容
が知らされていたことがＩ１ＩｉｉＩＩＩできる。
他ﾉﾉ，フランスの「ル・モンド」ｌ９９６ｌｌ１ｌ２月３１１付けの岐終i、においても，
セロトニン・トランスポーター遺伝イ･に関する報告が伝えられている:Ｍ１・飛行
はもっぱら「サイエンス」に発表された内容から論じているようである。
111-2日本の５全国紙における報道
jli('1:とは(iilか，という'1りいに客えるのは難しい。flljiIという観点から貯えた
場介，』'1F|'|:が起きたからfll道するのか，報道するからＩ|「('|:なのか，これは,!｢ﾘＩ
的な''１１いである。ことに本論で扱っている事柄に|M1しては，WilllIにおける扱い
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が大きく異なる。ほとんど糀道されていないWrllilにおいて，意図的に１１１要性を
(！（〈兄{'１tもられたのか。気付かれなかったということなのか。いずれにせよLlv
件とはみなされなかったのか。火きく扱われたWillllにおいては，これは大Ｌ１ＩＩ'|：
だったのか。本論では，１９９６ｲ|{ｌノ１１［1から２０１０ｲ'１９)１１１]までを範'1Nとし
て，１９９６年に発災された，ドーパミン、l受容体およびセロトニン・トラン
スポーターに側する報(!｢に言及した記ｴ}｢を|ﾘﾐ証する。
記旦ｌｉはインターネットの「ヨミダス歴史鮒｣，『ｌｌｌｌ蔵Ⅱ』「|]経テレコン２１』，
｢毎ｌ１ＮｅＷｓパック」，「雌維新'１１１ニュース検索サービス」を111いて検索した｡
キーワードとして「ドーパミン」もしくは「セロトニン」を軸として，「巡伝」
さらに「'1本人｣，場合によっては「長｣，ｎW[」を〕Rねた。ただし川:経新ＩＨＩ』
には検索に複合機能がないので，￣ドーパミン」と「セロトニン」による検索
にのみlWiっている＞したがって，特に私が特徴的だと考えた記事に絞って扱っ
た。検索１１は，２０１０ｲlHの８〃'&ばから９１１)|〈ばに渡る。もとより，｜Ｍ１連する
と考えられる記!|｢すべてを，｜同化比重をかけて検証することは，紙lIIiおよび'lｻﾞ
'''1の限界により不Til能である。９６《|：の研究をilj〔接扱っている記Ｌｌｌもしくはそ
れとの|Ｈ１迎で興味深いと貯えられる記Ｐ１Ｉを逆})<的に扱うことになる。したがっ
て本論で扱っていないが，９６ｲlHのＩｉ１ｆ究に('りらかの形でIMliluする記ﾘﾄﾞが他にも
ありうることをおＷ｢I)しておく。特にZIi点的に扱った記ﾘﾄﾞに関しては，lxl炎や
レイアウトを見るために《iiilWlll版もしくはＰＤＦを参11((している。
III-2-l『毎日新聞』
遺伝/･と性ｲﾊﾞのｲ'1関関係をli1くから機械｢I〕にIli(り上げているのが，「征llWi
lHl」である。ドーパミン受容体にIMIするイスラエルとアメリカの研究グループ
の洲ｆｆは，１９９６ｲｌｉ５ﾉ］２０［I付けの来京くり1｢Ⅱｌ３ｉＩｉｉ（科学ilIi）「[クローズアッ
プ９６］ｊｕ伝子時代／解析される「心｣」第５１m１（妓終lnl）（青野１１１利）で紹介
されている。このiidLlIは，Hmliでドーパミン受容体研究を伝えているが，これ
のみを扱っているわけではなく，アルコール哨好や依仔h1iと遺伝７．のl111Hlに|１０
する研究も伝えており，さらに難物依イハ喫煙，*IIj1IIl疾Ｍ１，知能などと逝伝
子のIlllM1にも触れている｡ドーパミン受容体に|H1する記述も，←ドーパミンの
Ｉ)４受容体遺伝７．(1)４，Ｒ）のある瓜!」という簡略な表｣〔Mにとどまっている。
またこの記事では，辿伝的要lAlを過剰にiiliIllliすることをﾉ1kめている。
それに対して，セロトニン・トランスポーターと辿伝に|Ｍ１するレッシュらの
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ｆｌｌ告が初めて扱われているのは，１９９８年１１)１２６［|付けの〕|〔〕;(夕1Ⅱ総合２ｉＩＩｉ
に)ljjlUiされた「[特災ワイドｌ］人'''１の心に過伝と環境はどのように作)|Ｉして
いるのか」（ｉｌｌＷｌｌｌ利）においてである。この記ＬｌＩは，慶応大学で行われてい
る，双生児を対象とした，能力やﾔ|:格と遺伝や環境のｲｌ１ＵＵに|M1するiiIWliを];に
扱ったもので，さらに知能やIfl;格と遺伝の'''119に関するロンドンノＷ:における
研究，９６{|；のドーパミン受容体，セロトニン・トランスポーター１０{光を扱う。
ドーパミン受容体にⅡUする報告は，「Ｄ４ＤＲ遺伝イ･には２`lllA1の塩A1対を一j１１
位とする繰り返し配ｸﾘがあり，その繰り返し数が人によってｿ｡なる」という，
９６年５）］２０１１の|｢il-:i1f行による記''1よりも具体的な記述をともなっている。
これに続いて「米11(lのレッシュら｣《１Jの研究として，セロトニン・トランスポー
ターの巡伝r･の「災いＩ（エル）KIIと短いｓ型」の迎いと「iIlI経jiii的傾lr1やｲ《
安」の''''１１１を紹介する。さらに慶応入学の双生児(ﾘﾄ光を行っている↑,'jlIlIillI経ﾄﾞ:｝
１V([識I111i（当[1$）入野補が１１本人女T･学生を対象とした訓イルた結果として，
I|本人一・股にドーパミン受容体遺伝子の繰り返しが少なく，セロトニン・トラ
ンスポーターjjll伝Y･が奴いことを述べている。最後には辿伝イ･ＩＤ｢先の倫｣DI1的な
'１１１題を肝搬々な０１ｌｊＷｆのjliをリ|いて強調している。
性絡特|'|;にllllわる巡伝丁･があるとすれば，人繩による鑑はないのかという艇
I1Uが生じるのは当然である。１９９９ｲ|:５)１５１]東京くり'111家庭ilIil側llUiの「|F1氏ＩＩｌＨ
も遺伝Ｔ･が/Iﾐｲ｢？ヤ|:lLh形成にlMlJ7濃厚」（'１２名記ﾘﾄﾞ）では，ドーパミン])４
受容体およびセロトニン・トランスポーターの遺伝｢にＩＩＬIする人１，R》<iがテーマ
となっている。iIiび１９９６｛|：のドーパミン受祥体に|M1するイスラエルとアメリ
カの研究，迦伝/･における繰り返し|回|数の速いとWiirIf追求ｆ|:のHlIlUが説lﾘlされ
る。そしてこの記ﾘﾄﾞでは，人極策および大野桁による女二J･学/|{対象の調査が具
体的に脱|ﾘlされる。ｉｆi北アメリカ人陸では７１，１配ﾀﾞ１１が多く，火アジア，南アジ
アでは`llDlridﾀﾘが多いということである。次にセロトニン・トランスポーター
のＬ巡伝イ･とＳｊＵ伝イ･の迎い，イ《Z(;傾向とのiI1Ullが税Ｉﾘ'され，さらにアメリ
カの白人と大野のiIWfによる女ｲ学’'１の傾ＩｆＩの違いが具体的に紺介される。ア
メリカではsjU伝７．のみを持つ人の割ｲﾔが低く，’１イミではｓ巡伝『･を持つ人
の割合が1.1iいということである。
20001|:以降も，「征l1Wrllll』では，ドーパミンl)`l受容体j､伝ｲ．もしくはセ
ロトニン・トランスポーター遺伝イと性格の関述を扱った紗l；が多い。９６ｲＩｉ
の調森に対する参１１((も多い。また９６年の0｢先をさらに発展させﾉﾆｌｉⅡ究も柵'『
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されるようになる。以1,.に９６ｲ|畠の報告の参11(1されている祀りLまたIﾘ)確な参
Ⅱ((はないが，それを示唆する祀り(を挙げる。
２０００ｲ|:ｌ）１１１１］：束〕i(夕fIlIilli「女ﾔｌｉの過食),１１．冒険好きの心｢i[｣性，要ili
意一慶応大学碓認，脳lAI物17の遮伝子がl1llillj」（|匠名）：ドーパミンＤ４受容
体の遺伝イ･と新７１７追求伽ｌｆ１ＩのＩＨＩ述が，１９９６ｲｌｉの「イスラエルなどの研究者グ
ループ」の成果として触れられており，慶応大学|尺学部のﾉk);&広一/･のグループ
がロ本でも確認しているとされている。
２０００ｲｌｉ９ｊ］`１１］：束J;(くり1111ﾄﾞ:|学ini「『究める』あおもりＭｲ並1Iji院医師・イ｢川
はじめさん（`１０)‐（吉川学）：呪lWi嗜好とセロトニン・トランスポーターのＩＨＩ
述が扱われている。ここでもＩパリとＳ｣Iliu伝イ･の違いがiiiilliに触れられてい
る。インタヴューを受けﾌﾟこイi111はじめのiWiるところによると，遺伝｢型の述い
と喫煙背のｲi11Mlに関するi洲ｉｆが400人ほどの成人ｿj性に対して火施されている。
2001イ122)］２６１］：束〕;('|ﾘl1113iIii「[新・'111への挑戦］第２部・I1iliと心に迫
る／8」（'1錦）：「独ビュルツプルク大のクラウス・レッシュ|＃｣身（梢ｉｌｌｌ医学）
らの研究一として，セロトニン・トランスポーターの遺伝/･ﾊﾞﾘの迎いと性格の
ｲ'１関に１１１Iする洲ｲf，さらに人ｉＩｊＷ１の日本人女二r学ﾉliに対するJWfも具体的に紹
介されている。研究の発災されﾉﾆｲ|§は記されていない。
２００１イ|:５ノＩｌｌｌ：東京'|ﾘlflI3iIIi「E新・'''1への挑戦］第３部・ｊｕ伝子を探る
／9／性Ｉｈや行１１ﾘ)まで/iｾﾞｲ｢？」（'1銘）：「米|Ｆ１並IIWllI衛生研究iﾘiのIiI｢先チーム」
が３１５人に対して行った洲1ffとしてドーパミン})４受容体の巡伝/における塩
雄配列の繰り返しと新奇追求'''1の|M1連を紹介している。イスラエルの研究チー
ムも同じ*,Ii采をｌｌＩしたとして紹介されている。イlHは記されていない。
２００２ｲｌＨ以降は髄艮類の辿伝｢･を研究する村111炎Ｍ１に関述した記!'「が目立つ。
２００２ｲｌＫｌノ］１１１：中部!'ﾘｌｌｌ３４１ｎｉＦ[ilソI特集。髄長類学の今（その２）観察
半世紀，謎だらけ…社会/liiJi」（１１２名）：「セロトニン・トランスポーター逝伝
Ｔ･」の「反復|['１数」は，他の躯1蝿iに比べてヒトの〃が少なく，ドーパミン受
容体辿伝7.にlIllしてはヒトのﾉﾉが，新奇追求ﾔｌｉが商いということである。９６
《|畠の報(!『をもとに他の霊及瀬にIil｢光を発１１１４させたと考えられるが，Ｉﾘl確な参11ｑ
はない。
200`lイ|:２ノ１１`111：束H(くりlilI科学面「[挑む二（i)[光者たちの飛顔／29／岐｣;１
人農学部lUj教授・村111美１１(さん（39）（'111き下・’１１立旬子，‘写真も）：「米lIjlの
研究者ら」の９６｛'2の発liLとして，ドーパミンI)４受容体のju伝イ･１Ｍと新奇辺
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求性のlM1illjをllllll4I身が伝える。ヒトとサルの比較，犬の,IiI巾Hの比較も紹介し
ている。
２００４イlZ3)１１８［Ｉ：地〃版愛知２３m「[１１イミの『進化の隣人たち｣]／43／ｌ
ﾉjli(iのサルをＷ>ける」（文・llllll大輔／写真・lll｢,!｢偏志）：「村lllさんによる
と｣，「ドーパミンなどの化学物''1の砿や感度」が巡伝子の「以復のlijl数」によ
り異なり，「ストレスへの強さや攻撃性，好奇心などの違い」をlliみ'|}すとい
うことである。ここでは９６年のＷ(〈!iに対するIﾘ}liiな参!！((はない。
２００９ｲ|:５)１１０１１：地力版京都２５iＩｉｉ（熊谷崇）：Ｗｉｌｌ大学野ｌＭｉ１ｊ物Iil｢充セン
ター教授ｲﾘlll美111の識iiiiにⅡlＩする記z}「。大の種とドーパミン受容体のjlll伝的な
述いを話す。小学ﾉﾋをも対象に含んだ講iiiiであったためか，記ﾘﾄﾞがｊＷｉいので:i【
打が符略したのか，９６ｲｌｆの研究については触れられていない。
またju伝子の人倣錐に''1Ｉする訓ｲfもさらに発展していることを伝える紀旦lvも
ある。２００３Ｉ'２７)１２０１]付けの''１部lill刊ｉＩ:会ilIi「うつ１Iijにju伝子が側迎一米，
災，ニュージーランドのlEl際(ﾘﾄ光グループ」（ワシントン斗ヶ沢秀俊）では，
｢サイエンスｊ７ｊ１１８「1ﾄﾅに発表された，アメリカ，イギリス，ニュージーラ
ンドの合li1グループによるセロトニン・トランスポーターのju伝イ･皿とストレ
スにllUする訓i1iiのfll(!『を伝える。「セロトニンの巡伝子」の「腿i1j2iWi灯(のタ
イプ」が,i1tlﾘ'され，対象打の遺伝コトクイブと生活｣:のストレスによる影響のIll
lMIが具体的に伝えられる。しかし９６年の訓在に対するlﾘｌＨ１ｉな参１１((はない。
他ﾌﾞﾉ，ｉＩ}評でもドーパミンおよびセロトニンを扱った一般liIけの水を扱って
いる。
２Cooｲ|【１０)］１１１：火jj(朝'11謎i1$i('ｉ「[諜評］瀞}1俊之／I↑i心'''１坊・二符：平
然とIliIA1で化111iする脳＝森谷正規・評」：「コーカソイド」や「モンゴロイド」
の人械の迎いおよびドーパミンおよびセロトニンの多少と|化格のｌＩＩｌＭｌ，「ドー
パミンのＩ)`l受容体」の及さと(ill造性の|Ⅱ|H1が述べられるが，９６Il1の研究は
参11((されていない。言うまでもなくこのことは，評されている水の''１で述べら
れていないことを趣味するわけではない。
９６ｲ|；の(i｣｢光に('りらかの形で言及する記１１Ｉは「が１１新''１１」においては，持続
的に識l功すると『i､える。１１ｹを経るに従って，具体的な参照がMiI1iになり，さら
に消えていくのは辿1然であるとFi､えよう。
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111-2-2『日本経済新１１{1」
「毎ⅢWillH』に次いで，ドーパミンＤ４受容体のｊｕ伝子およびセロトニン・
トランスポーターの遺伝「とｆｌＨ格の|Ⅱ側がＷｉ極的にl(【り」さげられているのが
『'1本経済新聞』である。１９９８ｲI【４１１１２１]付け{｣'１１１１版くりl刊ｌ７ｉｉｉ「『['１米の女(』
ili体見えた？－－特定の巡伝子が脳の興三＃1iに影響」（Illi名）において，筑波入
学|(|:会医学系助牧授（当|lｻﾞ）Ｉｊｉｌｌ１勝二の説をﾉ,1礎付けるものとして９６年のlI1
究が参11((されている。ドーパミンの分泌liiを/f右するコレシストキニンの分泌
1,tが，これを('1:ろ過伝Ｔ･ﾊﾞﾘの述いにより異なるというものであり，１１本人に多
い!(Ｉも紐介される。９６ｲﾄﾞのドーパミン受容体研究にlIL1しては，イスラエルの
研究グループによる発』11とだけされており，アメリカのグループや，発表雑誌
などにＩＭＩする言.及はない。セロトニン・トランスポーター０{究にllllしては，
｢｢報酬依〈/型｣，つまり),'011111の|]を気にする女(質にlMl係しているという報〈!i」
があるとされているのみで，イ|:やID｢究グループなどに閲する具体的な参照は一
{ﾉ1ない。この記｣|「は原'１１のIil｢先の紹介であり，ヤヒ格の他にアルコール依存)iiiと
の|卿述も触れられている。
１９９９ｲ|:９月１９１１付けくり|｢II38ilii「犬の|(|端わかります，岐阜大ｌｉＩ１究班ら，
ju伝子で判別一一盲導犬Y丁成に利川も」（llff'1）では，岐ｊｉＵ〈学農学部生物Yii
源112座学科IMI手（当時）村１１１英偲らの１０｢先グループが，犬のﾔli格とjU伝子のＩＭＩ
係に関する発表を，１０)１１３１]からＩＭＩかれる'1本獣|Hﾄﾐ学会で行うとｆＩｌじられて
いる。これにＩＨＩ述して９６ｲ'１の「米lrlとイスラエルの研究者」によるドーパミ
ン受容体Ｄ４ＤＲｊｕ伝子の繰り返しと好奇心のＩ'１関が触れられている。
２０００{|：３月５１１付け'|ﾘl｢IIllHIM版２７ｉｉＩｉ「イヌの(M1ﾔ|【，遺伝二｢･で探る－好奇
心の度合い，塩ﾉﾙ配ﾀﾞ||にカギ」（Iui名）は，９９年９)］１９１１で扱ったテーマを
詳しく述べたものである。村111のほかに東京入学教授森裕而lの研究が紹介され
る。この肥ﾘﾄﾞにおいては，９６（liのドーパミン受容体に側する研究が言及され，
ドーパミンや受容体の説lﾘ１，塩ﾉ1Ｗﾀﾞﾘの繰り返しln1数と好奇心のｲl11Ml性が具体
的に説Iﾘlされる。
２００４ｲｌｉ５ｊ１２２１１付け夕Ｉ１１１ｍｉｒタフネス辿伝子一宇11i物理学者池内了氏
(あすへの話題)」では語り手('１'が，柳潔瀦一郎の「ヒトという生き物』に(/（
|処して，ドーパミンＤ`l受容体ju伝ｲ･の塩ﾉ,1配列繰り返しとﾔ|:格の'１０係を述べ
ている。/こだし，９６年の研究に対する局.及はない。また繰り返しliDl数の多い
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巡伝子を「タフネス遺伝T･」と称している。この名称は語I)二Fによるものなの
か，ＷＩｉＷｌによるのかlｿlW1i;ではない。
２０１０ｲｌｉ４ｊ］３１]夕刊６ilii「Ｔｌ険心くすぐる（三iili蒙太探検学校)」では「２０
人に1人」に苑ﾘlする「ドーパミンの受容体の変ﾀﾞﾑ」に関するイリノイ川ノー
スウェスタン大学のダン・アイゼンバーグ'9二ｔの，アフリカ・ケニアの遊牧比
族を対象にして１丁っ大洲ｲfを紹介している。この記事では，９６ｲ|{の研究も，
受容体の繰り返しも述べられてはいない。「変災」を冒険心と結び付けて，「胤
険遺伝子」とされている。アイゼンバーグの命flだとは考えにくいが，はっき
りしない。
このように，『１１本経済Wrllil」では，「征[lWrlIll」ほどではないが，９６ｲ|畠の
'０｢先に依拠した記述が見られる。そしてlnl搬に，ＩＩｉを経るとともにJIjの研究へ
の言及が}Ｗまると同時に，他の(U{光による発展が紹介される－．力で，言説の:I；
体が定かでない命名が奄吻するようになる。
Ⅲ-2-3「産経新聞」
遺伝二｢･のl1IMuを新聞の`ＷＷ１９Ｗｊ功に結び付けたii,｣』|「を載せているのが「産絲
Wrl地である。
２００３ｲｌＨｌｌ）１７１１付けⅢ〔〕;(朝'11オピニオンiIi「｢ili論』：’1本人にｲ《安克服の
安心・安全学を」（liil志ｉ|:大学フェローノ111地'''1行）において，語りＦは，大野
桁のドーパミンＩ】1受容体およびセロトニン・トランスポーターのjIli伝子と人
lli差の１０｢光をﾘ|いている。｜ﾉ､1粁から考えて，人1111Ｗ}の著書Ｔﾘﾘ体化する生物，
１１本人」（特にI〕I).89-92）をｌＩ１ＩｆｌｌＭｉとしているようであるが，具体的な参11((は
ない。そこから彼は，「われわれ'１本人はｒｆＺｆｌｉで絶えず不安に苛まれて」お
り，「新'11｢|のｲ《安紀事オンパレードは，まさに''水的」であると|;ﾘ|（し，また
｢11本人のくせに反日的な人たちのくl：1膣史観〉のｌｊｉｉ因」がこのあたりにある
と推測する。
２００７ｲ'１６)］２５１１付けｊｌｉ〕;(！'ﾘllU「[試行私考：１１イミ人解剖］第２iｉｆ：機能・
体質『脳』」（小);Ｗｉ－）において,Ｗ)手は，比族アイデンティティーの立場か
ら脳と人ilm差の''１１題を論じる。８０llH代に，｜]本人は虫のffを/ii脳でllllいてい
るため，どの山かを聞き分けるという説がもてはやされたが，ＩＷｌｉでは支持さ
れていないということを述べた｣:で，ドーパミンl卯I受容体およびセロトニン・
トランスポーターの遺伝｢･と人棚捲の研究をリ|いているが，９６ｲ'２の研究も人
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11ﾘ橘の名も挙げていない。代わりに]((材'11千として'''1座亜Ｉｉｉ・ノL州入学医ﾋﾞﾂ:部
１１１１充員牧授（精''１'医学）およびｲiilliIrt－．４〔〕;(大学大学院教授（分｢･認知ｉ:}学）
の見解をｿ|いている。1111庭によると，}''１経伝述物IKIUll連のjul武子と|'|:格の11111Ｍ
にIMIしては，「ドーパミン受容体I)`lとＷｍｒ探究性は'1本人でもHIlIUしたが，
5-ＨＴＴでは否定された」ということであI)，またイiilliは「ilij外のⅢ｢先でも巡
伝｢型と''１:格のIlIlM1はごく弱いもの。たったｌＩＭ１のj、伝子で|'|:格が決まること
はなく，》||の辿伝ｆなど他の要|AIが影粋しているようだ」とill1iしている。ただ
しイiiiliはこうした研究はﾉﾃl吐紀になって進111〔し始めﾉﾆばかI)ということから，
iWiI〕手は「今後，H1わぬ「[|イミ人らしさ」がｉｎ伝イ･(０１先で発凡されるかもしれ
ない」と結ぶ。
Ⅲ-2-1「読売新聞」と「朝日新聞」
それぞれ1,000〃部以｣そ，８００ノj部以I:の発行部数を持つ，Ｈイミの２大'１１１１
紙において，９６(liのドーパミン受容体およびセロトニン・トランスポーター
のin伝子と性格の'11関を扱った(1)}充に関する紀旦{｢はきわめて少ない。しかしｉ１１１ｉ
紙とも，ドーパミンおよびセロトニンと嫌々な疾病の'１９係にＩＩＵする紀事は他紙
に劣らず多い。
「読売WrlII1」では，２００１｛ｌＲ９ｊｌ５１１付け火阪夕｢１１ﾄﾞ:|半面一ﾉ〈のＩｌｌ:'６，受容体
巡伝子が/,{右－－攻撃|'|;，遊び好き，従lKi…Miひ,l;数の長１Ｍに関係」（|避名）で
岐阜大学腿学部lﾘﾉﾁ（11111ｹ）の村''１芙聴らの研究が仏えられ，人'''１のドーパミ
ン、４受ﾏﾄﾞ体におけるjlKALmﾀﾞ１１の繰り返しと好奇心の}IllMlが述べられている。
ﾉ<の品祁と遺伝了･の塩ﾉ１１数の述いおよび性格の違いⅢＩして'し休的な記述がある
が，９６ｲ'１の研究にⅢ｜する参照はない。
「朝[lWrlllI」では，むしろ遺伝的解釈に械ｊＲな姿勢の言説が|]立つ。２００３ｲ|：
６１ｊｌ４１１<ﾘＩ刊家庭illi「iii迫性障り$飯lllllli三（こころ元気ですかAll存期細：
7）において，セロトニンの洲iWi)Ｗｉ↑にIHIして「迦伝の関ﾉﾉも取りざたされて
いる」とある－ﾉﾉ，２００３<ｌｉｌｌ）ｌ１５１１１Ｗ１ｌﾘﾉ〈分「↑IliiIlI神経し〈学人分大|尺学
ＮＩＩ・水llliiWﾘ教授（研究塩から)＿セロトニン系の|ｊ(途が過剰になる11】(１月とし
て「環境か遺伝か。わかっていないi(Iiも多い」とある。
ところが２００４(ｌＨｌ２ノ］９「1付けのくりｌ１ＵＩｈｉﾉ;ｉ２ｉＩＩｉ「１１本人に多い対人恐怖／ji9
11l樋仁彦（ストレスクリニック)／桶ﾉ;i」において，「ｲ<安・'''1経画Ｍｌ(１がﾘｶ(い
人は，セロトニン・トランスポーター（5-ｌｌＴＴ）という巡伝子の部位にある
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圧い’（エル）ｊＵ伝子と知いｓ（エス）遺伝ｲ･という対立遺伝子のうち，短いｓ
辿伝子が多く，そのため５－ＨＴ１､の生産鼓が少ないこと」また「11本人にはこ
のｓ遺伝ﾆﾄが多いことが立証されて」いることが述べられている。その直前の
段落で火1111:ﾄﾞﾊﾟの１１本人の「恥懲識」が対人恐↑Iij,iiを葱き起こすという意見が糾
介されているが，迩伝との'１１１述を,Miじﾌﾞﾆ段藩では入野の研究も９６Iliの研究も
触れられていない。
その後，過(j<丁･と性ｲﾊﾞの110係を諭じろ記４１ｉが1Wえていくようであるが，９６
ｲ|:の研究とその発展研究に対する|ﾘl確な言及はない。２００８ｲ|§４ノＩＩＯｌ]夕刊の
総合面「(心をのぞく：`!）’11:'6とiu伝7.，’1M係複雑」（瀬川茂イ･）には，「人の
ﾔ|:格や感↑I1iには「セロトニン」という神経伝達物『'iがかかわっているとされる
が，この物匝の受容体に|M1系するju伝子のＤＮＡｎｄﾀﾞﾘには(１M人鑑が知られてい
る」とある。また2008年１０１］１９１１くり|刊オピニオンlIli「(緋諭）当''１『やる女(』
汚」では，「報酬を『待てる」心f『てよう」という兇ｌｌＩしで，諏訪＃〔京理科ﾉ<
学教授の篠ｌ１ｉ１菊紀の話し（ｌＩＩＩき三F・今'１１幸'''1）として，「１１本人は，イ《安を感
じやすいとみられる遺伝的伽lfIが，国際的にし,Lても強いというデータがある」
と紹介されている。
このように，『読売新'111Ｊおよび『朝[lWTllil」においては，性桁とiIlI経伝述
物質のilIl伝子多ｌｌｕの相関に'11Ｉする|iⅡ究として1Ｋ要|Mされる９６ｲ|ＩのＩｉｌ１先および
その後の人Mi雑に関する１０}究を示唆する言説が見いだされるものの，ｉｌ１１接の参
１１(1はない。そもそも９０年代にこのテーマは扱われていないので，後に「定説」
になった|M1点でil1しい参１１((なしに訂及されるのかもしれない。
「事実」は柵iiされて初めて「'１｢実」となる，とまでは言えないとしても，
'１本の'1刊紙において扱いがこれほど異なる「科学的発見」の)K要|'ｌｉは，どう
i'''１るべきだろうか。あるいは充ﾘ,Lの承要ﾔkではなく，むしろ伝えるメディアの
0111のlM1lHjであろうか。これを考えるには，「征IIWilllll」などにおいて９６年の研
究発表がどのように伝えられているかを見る必要がある。
]１１－３科学肥事の情報源
「毎I1WTllll」１９９６年５）１２０１１のドーパミン受容体Ｄ４ｊＵ伝二｢･とＩｌｌ:格のⅡⅡ１０
を扱った妃ﾘﾄﾞは，次のように始まる。
人'''１の|'|:桁を左ｲ｢すろ過伝丁･が染色体１１瀞にのっている－－．あつと
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聴くこんな論文がｌ）]，米国の専門誌「ネイチャー・ジェネティクス」に
発表された。
以~ﾄﾞ，発表の具体的なljW；が説lﾘlされる。そのあとで，人|H1の性'6やmliIは
ju伝子に/尻右されるかと言う，取材者の'111いに沸える形で東京大学分7.細胞'|：
物学研究所助教授Clll1f）イiilli竜一が「そのTil(iﾋﾞﾔl;は１．分ある」と受けて溶え
ている。その後には，イiilliに対するインタヴューをﾉﾊﾞにしたと.思われるドーパ
ミンと様々な疾Ｍ１のllU係が説lﾘ１されるこしかし次第にテクストは，イjilliの説Iﾘｌ
によるものなのか，記ﾘﾄﾞのW(?'Y者が別の経路でiilMべたｌｌｌｉ州によるものなのか分
からなくなる。そして筑波入学助教授（｣111ｹﾞ）ljillIIMi二，次に国立M<養iﾘi久111
浜11ij院↑,1ｉｉｌｌＩ科|欠及（)111lｻﾞ）樋｢|進から受けたアルデヒド脱水素酵素２にlMlする
lIIHillの説lﾘ|に移る。「ﾄﾞ:Ｉ学」を伝えるテクストを'1t判的に分|斤することを趣Ｈ
とした本論において，想像を走らせるのは慎むべきである。その｣Zで敢えてｌｉｌｉ
ｉＩｌｌｌすれば，冒頭の９６〈liの発災にＩｌ９するｌＩ１Ｉ慨のＩ１ｔＩ１Ｌ行は両iili章一であるTII能ﾔＩＨ
はi｢liい。勿論全くyllの経路で鞭:行が手に入れてきたTil能性もある。
元読売新聞論説委し'で来〕j(1111科人学LVl11l職大学院教授となったl1j場練成が，
IVlIl1的な記事を良いものに||:｣:げるには，取材'''千の対応と協力がlFi要である
と述べている('⑳。Ｌ)ﾄﾞｿ(Ⅲイiillififr-は，征I1WrlIlIil:とは近しいUQ係にある。彼は
l995lIHに第２８１１１１成人１Iii研究助成（三井ﾉ|《命IWligli業'１１主(''１，厚11{行，ｉｌｊｌｌＷＴ
ＩｌＩＩｉｌ:後援）を，遺伝-｢.i診断の部''11で受けており，また彼の衿書『心のjftll<『･を
探る』（''１外医学社，ｌ()９６ｲ|:)，「ｌ１ｉｉＩﾉ､]物『『が心をつくる」（,ﾄﾞﾆﾋ社，１９９７ｲ'2)，
｢いつまでも「老いない脳」をつくる１０のﾉlHjiW/lll1U（ｗＡＣ，２００８年)，「｢脳
をうまく働かせる人」のJiI'''''１ﾉj』（ワック，２００９ｲ|{）が，『征｢1新ljil」で紹介
されている他，彼は脳の働きについてさまざまなインタヴューを「ilf｢|」の記
打から受けている。
９８年１１月２６１］（９６ｲlH5)１２０の記二'1「とlTilじくi1i1l1f111利が筆背）および９９
ｲlH5jj511の祀り「では，入野補が''１心的な役;l(Ｉを果たしている。９８年の妃Ｊｌｉ
では人111｢が，［|本人の女7.9γ:ll2を対象にドーパミン受容体およびセロトニン・
トランスポーターに|M1して１丁った調査を紹介している。両物質に|10する９６ｲＩ（
のiiMl虚の説1ﾘ]は，火11}からiIiび受けたものと|(liill'1できる。そして，前半におい
て，能ﾉﾉおよび性格と巡伝のｲ'''19に|H1する収』|くり１１を対象とした調ｆｆを紹介した
この記二|lの最後では，「慶応侭塾人学双/'1児研究プロジェクト」の「'１１ﾙﾉﾉ行」
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を募るための１１りい合わせ先として大野の職場の電話１１１F号をi成せている。
９９年の記事は，ドーパミンの説U１，９６年のイスラエルとアメリカの研究者
たちの報(!fにより始まり，南北アメリカとアジアの茨，次に}]本人女学生を対
象とした調盃の結果を大野がインタヴューに鱒える形で伝えられる。さらにセ
ロトニン，およびトランスポーター巡伝子に'1Mする説|ﾘ)が続き，アメリカ人と
|]本人の錐が紹介される。その次に大野の|]本人女子学生対象の調在結果が伝
えられる。最後の段落でそのｲ|；の'1)]に太111｝が「ﾘﾘ体化する生物，｜]本人」
(識談社）を出版したことが述べられる．
この記ｌｌｉにおいても，大野による説lﾘlのiiiiに位置する部分は，人11!}からilli接
受けたもしくは彼の著謝からり|いた↑静}Ｉに頼る部分が大きいことがI1liillllされる。
承ＩｒｉのＩｊＵｌを笑付くようであるが，ドーパミン受容体辿伝７．のアメリカとアジア
の差を説lﾘIした部分における，iWiりの小さなiI8乱がそれを裏付ける。
それ［イスラエルや米lIilの研究グループニによると，南北アメリカに'１２
む人たちでは，７１U1iiL列の人が約４８％と肢も多く，次いで'ilnl（`13.8％）
が多い。これに対し，束アジアやiWアジアの人では，７１'］配列はわずか約
2％で，４１nliWリ（約７４％）が－１NF多かった。
記事においてグラフでも示されているこの調査結果は，９６年のイスラエル
とアメリカの研究のものではない。犬Ⅲ｢裕のsMi替『弱体化する生物，’二1本人』
の89-90ページにおいて，ホン・ミン・チャン他「ハム・ゲネット』（1996年)，
大野裕他『アメリカン・ジャーナル・オブ・メディカル・ジェネティクス』
(1997年）からのり'1i]として紹介されているものと１丁りじである。筆打である記
者が，大野から|川いた話と彼の杵習（そして場合によっては彼から受け取った
資料）をまとめているうちに，９６年の論文の内容とそれ以外の内容を混同し
てしまったとｌＩＭ１'１できる（あるいは大H1}がii61iT1して話したか)。他力，セロト
ニン・トランスポーターの遺伝-｢の[|米差にlH1するグラフは，大野の著書の
９２ページにおいて，クラウス＝ピーター・レッシュ他「サイエンス」（1996ｲﾄﾞ)，
''１村敏１１/(他『アメリカン・ジャーナル・オブ・メディカル・ジェネティクス』
(1997年）からのり|)１１として紹介されているものと同じである。要するに大野
桁の顔写真が添えられﾌﾟﾆこの記ﾘﾄﾞにおいて，一読して彼の言説から独立してい
るようにAllわれる部分においても，彼のIiIj報Mjl樅が行き渡っていると考えられ
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ろだろう。
ｌｌＩ実，人111〃パも「征'１折'111」には1991年１１ノ１８１１より，１９９２ｲ|:９月２５日
まで不UllIlIながら「心とからだのクリニック」という紀旦|(をi1uiliRしている。そ
の後も，特にうつiIijに|Ｍ１して，彼が取材元となっている記』|｢や彼の;＃iii(を紹介
した記ＬｌＩが多い。岐近のものとしては，彼が慌修したうつりIjjl('1けの111`||}サイト
の紺介もある（2010年７ノ１２９１１：東京|ﾄﾞﾘ１１１家庭ｉｍ「こころを救う：うつｌｏｏ
ﾉj人／1,．多ilIi的なi制〈で効果｣)。２００２年ｌ２ｊ）ｌｏｌ１付け４１京夕|:Ⅱ総ｲﾔ２m
では，「人物略IMi」で慶応大学保健管El1センター教授の太1111Ｗ}が紹介される。
また彼の杵わした，もしくは編災しﾌﾟﾆMf作の紹介も|]立つ（「うつ)Iijとﾙﾙﾉﾆ
ある少女の物iWi』トレーシー・トンプソン衿／大野W}監修，l99711i，ノ〈和悲
､)；「心の臨床家のための必ｌＩＩＷｉ神|尺学ハンドブック」小此木jﾉｷ薇，深iLI1T･賀
７．，大野桁編，１９９８ｲ|:，（ill元社；『こころが１１１'jれろノート｣，２００３ｲ1K，fll元|(|:)。
火は人ｌｌＩｆは，うつl1iiの弊''１]家として他の新'111にも幾場している。しかし９６
ｲＩＨのドーパミン受容体およびセロトニン・トランスポーターの研究に排しく立
ち入って税lﾘ]しているのは，『i刷新lIl1』においてのみである。１'｢〈から緊密
とも言える'１０係にあった『毎lIWTl剤』に対してのみ優遇的に↑ｌｌｌｆｌｌを』jえたのか。
それとも他のWillllil:のiid言行は，むしろjui伝に$I1iび付けようとする解釈に述ｲⅡ感
を抱き，入野に深く尋ねることを自ら慎んだのだろうか。たまたま「iijl]Wrllll」
で逸lil〈11(1)」:げられた話題を後追いすることをｌ１ｉんだのであろうか。この点
について考えるために，iljび「好日新lH1jの記事を，語りというiljl点から検証
する。
'11-4嬬り手の感情指標
科学という`il↑みが杵j凶的な１１４理を追究することにある限り，その過illや成果
を記したテクストも，Ｍ:過ＩⅡ【を伝えるのに適した表UAから成り立つ。語りの主
体は「私」であるよりもむしろ「私たち」（突験を1了った複数の人'''1であるば
かりでなく，むしろこれからも同じ実験をすればln川結llLを１１｝ろはずのⅢﾄﾂ１.背
たち，さらにはそれを伝えられる全ての人'''1たち)，その意味ではⅢ！(人祢の人
'''１であり，iWiりの１１＄iliIlは，ある実験をした特定の{１１１$ばかりではなく，あらゆ
る１１ｹﾞを炎すのにjm1I1する''1(１１$IIiIIである。個人１１りな印象は雌えられ，牒週的な観
察ffによって捉えられるはずの感覚411F象が記述される。
それに対して，折IlHを含むマス・メディアの科学|H1係の記Ｊｌｉは，このような
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科学という徴みを，必ずしも詳しい知識を持たない人々，さらにはllU心を持た
ない人々に伝える役'三|を'１１っている。またマス・メディアのテクストにおいて，
iMiI)手はTi説の受け手の（Ｍ;を強く意識する。いわゆる「容観ﾔli」を追求した
テクストにおいても，受け手を己のI111i値判断にひきつけようという懲図が働く。
テクストにおけるI1lli(((〔ll1IllUiの表１Ｍを分析する道具として，モダリティ（語り手
の判断や表現態皮を表す要素('6)）という概念があるが，本納では，，Niり手をリ｜
き込む愈|叉1により11(点を合わせるために，語り手の感↑Iｻﾞの11M)きを表わす要素を
扱う。
『毎11」の９６ｲl:５)］２０１]の記｣|｢は科学111iに掲救されているが，迎統記２１｢の
岐終ln1を成すものであり（つまりそれだけ広い範ｌｌｌＩのテーマに関して多くの人
|H1に読ませようとする)，ビールで乾杯する会社貝風の人たちの写1１４（アルデ
ヒド脱水ﾙ:酵素との述想）が据えられていることからもいかにも「一般|hlけ」
に作られている。その''１で川いられている，特に読打を意識しﾌﾟこ諮りFの感ｌｌ１ｉ
的な表現を＊げると次のようになる。
第１段落：「あっと驚く／こんな論文が」；節１０段落：アルデヒドの作川
の説lﾘlとして「心臓がどきどき」；第５段落，第１３段瀞：|Ｊ｢ﾂＷｆの名iiiが
2111il=lからは)il背きではなく「さん」づけになる。（~ﾄﾞ線は鈴木il;道）
９８１１ｉｌｌ)］２６１１の記｣|Ｉは夕刊総合iliiに掲救されており，「特典ワイド」と銘
打たれているように，広く読者にiiliえかける意図を炎している。飛什が９６（|：
5)］２０の妃｣|「とlnlじ青野111利であるためか､”似たような表現が)Ⅱいられてい
る。
WIjHの文：「能ﾉjやﾔｌｉｲﾊﾞは迫伝する，と言われたら，どんな印象を持つだ
ろうか。「そんな／ばかな』と感じる人も，「当たりiiii／でしよ」と`似う人
もいるだろう。行動ｊｕ伝学と呼ばれる分野のＩＤ{究者にとっては，人ＩｌｌＩの認
知能ﾉﾉやｆ|:ｌｈに遺伝が影響しているのは常識らしい｡」第４段落：彼験打
であるＸＭｉﾘ(lにlI41して「見かけの「そっくりlIu」；第１Ｏ段落：「|'|:桁や能
力のjul伝と|Ｈ１いて，
鈴木ilijii）
まゆにつばをつけた人がいるかもしれない｡」（下線は
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９９１１:５ノ１５１１の記ﾘﾄﾞはｉｌﾘ|刊家庭i1Iiにｒくらし発見」と越されてiliRっている。
蛾謝の粋ｆｌはないが，諮り手の存在が強く感じられる。
第１段蕗：「『|(|端は家庭環境よりも，むしろ過伝的に決まっている部分が
火きい」というのが，その好例だ｡」「そのホットなi1,1i題を紹介しよう｡」；
第２段滞：「ドーパミンの(liiきが鈍いと新奇|(|:追求の度合いが低いという
わけだ｡」岐終段落：「[…］性枯は環境を変えても，そんなにinilliに変え
られろものではなさそうだ｡」（下線は鈴木iI：道）
さらに２００１イlH5）ｌｌｌｌ付けの束〕;(朝IU3iniの無料名紀』|Ｉでもやはりi祷り手
のが〈Iiが強く感じられる。
鋪３段藩：「たとえば，「新しいもの好きの遺伝子｣。いや，１１M(密に筒.えば，
そんなものはないのだが，［…]｡」；第６段落：「人翻史の一コマに辿れる
ような」；第７段落：「こんな惟定が成り立つかもしれない｡」
これに対してドーパミンの分泌戯を左ｲrするコレシストキニンを作る遺伝子
にllUする１９９８｛ｌｉ４）ｊｌ２１ｊの１１暇''1（『|]本経済新'''１」（ｌｌｆ名）では「こんな」
という指示iiiil以外にことさら語り手の主観的0111面や感↑''１のｆｉｌぶりを示す衣1Mは
見当たらない。また犬の|'|:格とドーパミン受容体jlli伝うr･のｲ'''１０を扱った「読売
新Ijll」２００１（|:９)１５１１大阪夕|:Ⅱ科学面（匿名）の記Zl1Fでもとくにそのような
表現は兄l11たらない。２００７ｊｌＩ６ノ]２５［1の「雌維新'１１１」|ﾘＩ刊（小脇新一）の記
11｢では，ｄｉＹ３段落：「[…］確認できるようになったわけだ｡」の他には岐終部
分の「今後，，Ｗ〕ぬ『[|本人らしさ」が巡伝了･研究で発1,,1されるかもしれない
という部分における「`Ｗ〕ぬ」という表現とそのIﾉﾘ存そのものが，語り手のや
や感lmのこもったIllli｛i(〔判断を感じさせる際度である。『I|ﾘ11]jUrl}１１」２００８年４)］
lOl1夕刊211ii総合の祀り「（瀬川茂子）は，炎験''１ネズミの戯画を伴った，や
やくだけたが'111気である。しかし「そんな｣，「どんな」というｌｈ｢示詞:'`》の他
は，マウスの行11ﾘﾉにＩＨＩして「クルッと後ろに兇耶な1ii巡りをして逃げる」（第
１２段蕗）という表｣〕Aがll立つ限度である。リiiiいてIlT11Xiすると，火験の仮説と
それと食い迷う$ｌｌｉ采を述べる第１５段落と第１６段落が，「～はずだった」「とこ
ろが，そうjli純ではなかった」というやや興伽iを炎わす斐川になっている＃､(が
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挙げられる。いずれにせよ，２００１年以1iiiの「毎'1新lill」の記事のような強い
感hIi表現は見られない。
Ⅲ－５日刊紙ごとの差
統計的な網羅性のない資料を検討しているので，新|Ｈ１ごと，時代ごとの表１Ｍ
の分析という意味合いは，これまで私が述べたことにはない。性ｲﾊと遺伝子の
相関に関するＩｉ１｢先発衣を他社に先駆けて伝える「脈'-1新聞」の記者たちの昂ぶ
り，もしくはためらいが，＿|:に脂摘した表現を生んでいるのではないだろうか。
もちろん，記事をiili接書いた記三行が，｜］ら「あつと鷲［いている]｣，もしくは
｢まゆにつばをつけ」ているかどうかは疑ＩｌＩ１である。発見の意外性を強調し，
読者をひきつけようとしている，また「タブー祝されてきた」内容を扱うので，
あえて距離をとっているとも考えられよう。Ｉ}；実，兄''1しや本文において，過
伝子決定論に走ることに対する戒めが強調されている。発見が定着し，それを
発展させた研究が進むにつれてこのような感覚が薄れてくるのも当然であろう。
('りらかの根拠を持つ推定から勝手な想像に逸脱することを戒めつつも，敢え
て述べるとすれば，『毎日』における，昂ぶりを),』せる（波lllした)，９６ｲ|:の
研究を伝える記ﾕ|｛および関述記ﾕ|ﾄﾞの豊1;くさと，他の新'111におけるこのテーマを
扱っ/こ記旦ｌｉの少なさ，およびそれらの「冷静さ」に，それぞれの会社の２|「情が
反映しているかもしれない。久しく400万部という発行部数において『くり１日」
や「読売」に大きく離され，かつ「朝|]』との類似性を言われる「征Ｈ」の記
者としては他社にないものを打ち出そうと努力をI1iiねるのは当然であり，その
一つの「成果」が９６ｲ|ﾐの研究発炎であった。他力他紙の記者にとって，価値
の定まらないニュースを後追いすることは避けたかったのかもしれない。ある
いは性格に関わる遺伝子というテーマは，惑星探在機のような華々しい話題性，
原子ﾉj発迩所の』)｢故のような深刻な緊急性に欠けるため，全てのメディアがこ
ぞって飛びつくことはなかったのかもしれない。発表されたのが，ｗｌ１ｌｊ誌であっ
たため，ｉ１１〔接ジャーナリストが接する機会が余りなかったのかもしれない。
他力，研究の成果そのものがHl1A'１｛しにくいというiIiiも否定できないのではな
いだろうか。９６ｲ1ﾐの１Ｊ}充で１１}たＩｌｌ:格と遺伝子のhIlIMは数値化されている。例
えばＩｉ１１究考は，セロトニン・トランスポーターの辿伝子型それぞれに対する５
つの111絡特ﾔ|:の｜１１関を一定の式により計算してその結果を表示しており，さら
にそこから「群117」の割合を全分散の３～4％，迫伝分散の７～9％としてい
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る《１９;・大野ﾄﾄﾞ}は二Mf書において，「'111パーセント1iii後」と税lﾘＩしている(鋤:。新lllI
ild熟ではこの数1jr6は参照されていない。’０｢究打たちも大ｌｌｊ:もこれを低い数(ｉ(〔と
見積もっているようだが，災のところ素人としては「一liiだから低いとみなす
べきであろう」という兇｣1しかつかないのではないか。様々な要|A1が絡むから
この樫度でしかないとも言えるが，様々な要|ﾉｨが絡んでこの数{1(〔を１１}すとはi１．ｉ
いとも考えられる。そもそも(''１を持って「奇jj率」としているかは，元の論文
の複雑なiil･算:式をjHl1解しない|ｌ(り知ることはできないのである。９６ｲlHの研究
を早くから）Ｊ１りながらも，この点にリ|っ州かI〕を!UKじた記者もいたかもしれな
い。数字をいかに評(llliするか，これは科学における岐もﾉ,[本的で敢喫な，また
離しい'Ｈ１題である。
Ⅳ、結論
以｣２，１Y､は１９９６ｲ|{の初lJiと作れに発表された－２つの研究にllUju1する，日本
の５つの|］｢11級における報道を検討した。「iijllWillH」ではこれらの研究が，
欧米の新ＩＨＩにおけるほどではなくとも比較的liL〈，また淋しくllljiiされﾌﾟﾆこと，
その後も頻繁にこれらのlUf光が参11((されたこと，『[1本経済新'１１１」でもこれを
発展させた研究を伝える際に，これらの|ﾘﾄ先が参11((されたこと，「I)履経新聞』
では.uA想的立叫を反映する形で，｜|:１１記三打およびill:外執筆者により参11(1されて
いること，「i流ﾘ&新'１１１」および「帆|]新'1M」では参'1((がきわめて|ｌ↓られている
ことを兇/こ・「征|]」において，これは新聞｜|:と研究者との幣接な関係に負う
ところが大きいと考えられる。他のテーマにll9してli1様の訓jffをｲﾌﾞえば，他の
斬聞において特》lliiドし〈扱われたものが兇つかるかもしれない。
性格の迎いにj､伝子の|怖造の述いが寄与している，という),L〃がかなり一般
的に普及しつつあるということは，いかなる愈味を持つのだろうか。まず，先
ﾉ〈的に決まっているのだからＩｌＡｌ人の蘭任ではない，という考えが』|くじるだろう。
勿論，「ｿﾐｲrは本質に先立つ｣，「人''１１は状況の''１にあってfllllである」と述べ
たサルトルに従って解釈すれば，ある巡伝子|附迭を持って生まれるという状況
は，lf1111をＩｌｉｌｌＩｌするものでも，その責任を免除するものでもないということに
なる。しかし，遺伝的に条|'|:ﾄlけられた文(画を(ｌＩｌｉえているということは，たと
えその要'１１がわずかであっても，「どうしようもないから仕〃がない」という
あきらめと安堵の気持ちを本人に感じさせるのではないだろうか。
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またju伝イ｡｜lIiiifがIj〔|ﾉｨだからこそ，何かIllI物的なﾉﾉ法により，あるW1llUrの治
ljMもしくはｲｶﾞ造転換ができるのではないか，という)01待をも抱かせるであろう。
そしてそれにより変えられないＮＩＩ分は受け入れるしかないということになろう。
このようにして，本人の意AIA次第などという努力設定よりも，限界がはっきり
した解決が見えるように`MAわれるであろう。
さらにW(意すべきは，遺伝7．ＩＤ｢究の様々な成果とともに，ヤ|:格は親の育て〃
に影響される部分が少ないという考えが広まってきているＡ１､(である。子f『てに
lILlしてなにかとl1il[を'11}われる親の精ｉｌｌｌ的なlfllllを経〈することに，巡伝子構
造と性烙の側述ｆＩｉの|iI{究が奇｣札ているとも言える。
いずれにせよ，ある特定のj､伝子とある特定の性'6要素の対応が苑』,』されて
も，まだ研究されていない他の遺伝子と他のＩ１ｌ絡要糸の対応が数多くあり，科
学背たちがその発見にしのぎを'１１１っている。それらの複雑な絡みに瑚境の要|ﾉｨ
が､||わり，ｌｌｌｉｌｈが形成されることは誰もが繰り返し述べていることである。
《注》
（１）このﾘﾄﾞＩ１ｌ:およびその後の｜科学HljiiLにlＭ１しては，松永ｲ11紐『メディア・バイ
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